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分問問叩咽 υザイクル酬を酬してきました
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国民健 保険 わか I，}';-柑"明府門官'^
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病気付判明ペフてH すそのよろ会と!" i.L. -t-<て州制を附で肱川以針」とです

みんなでは凶し合ぃ"たがいド助けA い叫 し て 帥4日げられるの州民健康保険附です

国保の保険証がかわります

4月1日かう肱新しい保障箆で

受~してください。
園民健'伺切穂積健闘者医(水色)

園民個晦傑擁週趨舗保陽書医 (ピンク色)

3/115[11符惟，>あてに邸送し

ましたが届いていない治合は市役

所醐課 Ift34-1111代)へ

迎錨Lでくださ， '. 

ろ〈ナ」す色オレ〆ジ色の保険証

tまTきい保険証とな句 ますので市役所

保険諌 各出娘婿各進絡同時，で返

して〈ださ v

保検証を大切に
剛健康保険制険同{保険証:- IJ I~恨の加入符

であるニ 同訓であり 酬で択療を受けるための

受診拶といえます 大切に Lましょう

・父Hされたら配.内幹を修"し 周進、、があれば附

け出札 l" IM f.l・ ~ i/(Tと附なりま，

・"陸~r.~ 人 1: b1.けた玄ま lせず必ず fJi;!こ保管し

まし4 ワ

・他人との.，情りは絶対lし

ないで〈だき.'. 法律により酎

せられます

・紛失した旬 破れて健ぇ会く

なったときはすぐに届け出て

持交付を受けましょう

こん恕時には届け出を(世帯主が 14日以内に)
国保に加入しなければならないの4属け出が遅れると 保険証がないため その簡の~療費は全領内ι

負担とな ったの 保険料もち1のほ。て{最長2年まで)納めなければならな〈な句 ます

とん@とき

ぞ
開玄関世曙h 吐 曾

， I僧しみ研け

-・町四'i:'I'"，t.:IfEJla
岡山悶の臥貧富山 町 四 寄

金活保田H 四 回

聞喧 嘩園町由圏直圃唱の韓.慢蝿置

印姐 国国的暁暗証 蝿唱。値庫惇措証

回量 園田町量闇E 生活面歯周蝿理宜遍岨.

l量 圃慢の輯剛E

園慢の主主.. 年量亘書 冊 目)

白露園匝白夜..

印櫨圃母の軍..

園樺の量隈E

園揖白樺縄置 在寧匠明'

憧ct'd'く牢った圃恒由極暗証

b凶け出"市役哨市同盟、または近〈町H幌所へ、
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